
水防器材の開発研究
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1 は じめに

、

洪水などによる戸iJJIIの益水，あるいは浸水仕どの!Jf
議には，従来，土砂を主体とした償土のう工法が多〈

用いられてきた.しかL 社会陣織の発展にともなフ

土砂獲得の限建段。あるいはI 作業内容がきわめて非

箆率的であるなどの理由から1 土のうにわかる水li1説
付の開発がさけばれてきたものである.

ょのたぴ試作した「東情型水防用週給水のうJは!
麻袋や"だわらに土砂をつめて，土のう。土俵をつ〈

るかわりに布製の袋【水のう〉にi袋当り約'"の

水を入れて縫防状とし.これを必要な長8に連総築堤

L.河IJIの歯香水あるいは浸水などを防援するものであ
るが実用実験の結集一応の成果を得たので。その

板要含紹介する.

2. 1;(作よの条件

;l防の現荷I!!動力をも q て。 水防工訟を円楊に行う

ためにはt 消!Jf自動摩"るいはポータプル:f.:/プなと

の利用が厳も簡便な方策である.そのためには 従

来の伝統的工法である土砂を主体とした工法を改め，

71; t!主体とした工法すなわち水のうによる工法"

考えられる.しかし.i!tWlS材として使われる水のう

には，従来の水のうとA，た条件あるいは倒的があ
る.その具備すベB条件を列記すると次のとおりであ

る.

1 従来の険土のう工訟 (5段積II二比叡して.外部

停水ac水位約"個811:)に対する強度が充分であ
ること.

2 作費院が容易でしかも鑑確約であること.

3 地盤の紗」駒こ多少の変化があ，ても，使用可飽で

ある二と.

4 連結することにより 築機長さ全自胞に拘盤でき

る二と.
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5 位.であるよと，

6 氷のうを級置する広礎函の巾H~健太fi!. 15田m と

ずるニt.
7 収納状管がコ yパタトであるニと.

8 後産価格が比絞的安備である二 と.

二れらの象件全完全にみたす二とは， ~ hYて困慾

であるが.条件を11":衡すものとして 情材をー切使

用しないという水のうが苛えられる.

3 連結氷のうのlI!lIf

!. I情 ;t

東綿製水防用連結氷のう1;.台形状の断t細企釘ずる

長方体で， その機要11.図lのとおりである.

従来の水のうはI 形状~保持させるために骨けを出

F脅していたが ニの追給水のう比重量の偲:(.x，収納

時の状態。 喜らには復作の容易性など合考慮し 汗併

をー切使用していない.したが q て。収納1紙o:手。写
真lに示すとおり!きわめて::0;/...;:;トなれ の であ

る.

ヲヒホしたとき形状全保持させる方喰と して ~t来の

骨材にかわり水のう内誌に.断面形状と肉す礎刀布製

セパν-，ーを350闘間目前に取付け.，きセパνータ に

は給水ロを lタ所にするため.直臣1ω"の遇培、孔を

9ケR荷役けてある.君、のうがI 従方向に変形するのを

防〈方修として;ム腕り合うkパνーターを布1"で'"
鋭L.さらに5m通しのテープを8言取付付てある.

充水したときの状態は。写実2のとおワで>，る.

各'"のうの連絡方式は.縫合部の海流河院を防止する

ため，連結水のうの珂績に凹凸認を綬け，凹凸!二より

接合すると同時に，さらに緊結bこするために .. ~ .s 

により e プで処い合せる方式とした.

断面n惨状が変貝1台形状に伝 q ている滑にこれはI 外
銀静水庄が加わ勺アニ場合，一定条件のもとにp も勺と

ι安定した技館になる形状を理鎗的に巧窃した結果で
ある.なお.J更さを 5mに限定したのはI 本のうの設
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写真 1 収納(t!，醤仁自1E曲cmftさ船cml

置箇勾配fJ.J!鵬 程度まで使用可能にするためである.

2 信元

本体村賞 ピユ ロンγ-!304ネォプν，加工
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.l底 6500

下n. 田On
断面尉 I.075m' 

内沼:容積 5.375 of 

II 縫 隊機時70匂
給 水口 消防!fj'ネシ6511Cφプヲグ付

俳ホロ 内庄司・φ..字ヲプ付

俳気回 半径 150調 半円問状チ千ツタ

3 強度

水1Bこは 動底釘よぴniEの2種があるが，洪水時
号事の動庄は，~わめて不安定であり ， また。浸水ある

いは， 益水'Jどの防止に"併Eの膨容が玄であるか
ら "庄のみについて椴，守する.
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国2において

h， 却のうに影督するオ、位(1 m) 

W 水のヮR: ~ lm~ りのlU '''' 
Pn; :~:水圧力 P I こ対する水平分:J] (q) 

主旦



p，.全A:.lEj]pに対するm砥分力 (h)
とすると 水平移動が生じないためには.次式の条

件が成立しな"ればなら f"，~..

p"くI'(JV+P，，)...........................(1) 

t; ...:し

μ 遮結，.のう底面と鋳地面との際寝係盈

(1)弐主辺を米めると

P戸 tr・同 ・t
t; ¥'" L 

F 水の単位体積!Ii:.I:(1000旬101)

t 単位長さ(1 m) 

PJ/=十l醐 xPXl=捌〈匂〉
(1)式お辺を米めると

μ=0.6 (5-箇災験結集から〉

lV=$.rイ=1.075m'X!O∞均'nlx1 m 

=1075(k，) 

Pv=Plllnn8=5抑制拍 15・=134(匂)
μ(W+P，')=1おくkc)

したが勺てPJ/<μ(W+Pv)が成立し，水位がよ婚
までみ。ても安定である.二ころみに安全ヨドs.をホ
めると

S とilE土旦:2.~三ム斗~=1.45

(，) 転倒に覚すする強度

図2において

L¥: ;水のうの虚心Gからそーメソトの作m点Bま
での水平mM (Q.84m) 

L:; PI/ の作JfJ.~からそ-"'"/ト の作用点 B まで

のホ平AM(L43m) 
It，-;PIIの作用点から本のう底面までの垂直医雌

(0.33m) 

とすると 奪三倒が生じないためには!次式の条件が

成立しなげれば伝らない.

PI/' h，..<IV. L，+Pv' L，............(2) 
(2)弐左辺を求めると

PI/ . hl'=5∞xO.33=165(lq;-m) 
(2)式右辺を米めると

¥V.L，+品 1..，=(10唱+0制)+(134x1.43)

=1095(Iq:-m) 

し式がoて PII.111'くIV.L，+Pj" L:tが成立する

から，水位t/;ft上掲まであ。ても刻、のうは医閏Lな

い.こ二ろみに安全車S.を*めると

s，主主土主主 1臨一一一言戸当4二三三= '.v.~ =6.6 
PI/.hl' 165 

なお 段It条件である木位 (11，)O.75mlこ釘ける安

全車を求めると，水平移動，二対Lては 2.， 転倒1こだ

しては14.2である.

4 特徴

1 水のう金権成するものは。すへて帆布であり，骨

材はー切札!JHしていとよい.
2 克水したとき。形状を保たぜるために，水のう内

部に布製のセ，ενーターおよびテ】プを使用した.

3 給水口を 1ヶ所にするため，各セパレーターにi温

水孔を2受けた.

4 他の水のう鰍と比似して位盆である.

5 作業が容みるでしかも能*11':1である.

様指型i消防自動車念館えI!. 5人程度のλJlで2

袋に充水するに裂する時間(.t. 5-IO}}である.

6 収納状態"コ yパタトである.

7 1似mーの外郎鯵水圧に充分耐えうる強度である.
8 凹凸の巡緒方式により，ホのうの良さを白山に調

盤できる.

9 使用目的以外への利用が可能である.たとえば

広範定断オ岬寺駅ζ".ホ利の不足する雄蜘二事前に配
怨して小型貯水(!とする二と あるいはI 木のうを

小型化することにより，ピル火災などの刻、鎖防止1Ii

.，材となる.

4 おわりに

このたび依作した迎給水のうは，前土のう工法にか

わる工法として考案したものである.理自白的には充分

後射もしておりp 数少'.いが。災用決111も決施Lてい
るので。使用目的Sえあやまらなければ 実用に充分

耐えうるものと思科する.しかし.帆布の強度.ある

いは経年変化によるfi嘗伝ど.飽部の問題については

さらに研究を遜めてい〈所存である.
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